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編 集 責 任  
教 宣 部 長  
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２２００１１１１年年度度夏夏季季一一時時金金要要求求
第第１１回回団団体体交交渉渉行行ななわわれれるる

５
月
２５
日
午
後
６
時
半
か
ら

区
政
会
館
に
お
い
て
２
０
１
１

年
度
夏
季
手
当
要
求
（
第
１
回
）

の
団
体
交
渉
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
今
春
闘
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
民
間
企
業
の
春
闘
要

求
回
答
日
が
分
散
し
、
例
年
と

異
な
る
展
開
に
な
り
ま
し
た

が
、
大
半
の
企
業
は
定
昇
が
維

持
さ
れ
、
一
時
金
に
つ
い
て
は

満
額
解
答
す
る
企
業
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

職
員
の
努
力
が

報
わ
れ
る
一
時
金
を
�

纐
纈
副
委
員
長
か
ら
要
求
書

を
水
島
副
区
長
会
会
長
に
手
渡

し
口
頭
で
公
務
員
労
働
者
が
東

日
本
震
災
の
復
旧
、
復
興
は
も

と
よ
り
、
国
民
の
生
活
を
維
持

し
て
い
く
た
め
、
厳
し
い
労
働

環
境
の
中
で
身
を
粉
に
し
て
奮

闘
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
震
災

の
被
災
地
に
多
く
の
特
別
区
の

職
員
が
入
り
、
連
日
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
維
持
の
た
め
尽
力
と
し

て
い
る
。

清
掃
事
業
に
つ
い
て
は
劣
悪

な
環
境
の
も
と
で
３
次
に
わ
た

り
、
公
務
公
共
労
働
の
組
織
的

な
対
応
で
、
効
率
的
に
生
活
ご

み
等
の
災
害
廃
棄
物
を
収
集

し
、
被
災
地
の
復
興
支
援
を
担

っ
た
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
特
別

区
に
お
い
て
は
区
民
が
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
の
出
来
る

衛
生
的
な
環
境
維
持
の
た
め
職

務
に
邁
進
す
る
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
職
員
の
努
力

が
報
わ
れ
、
職
務
に
対
し
て
よ

り
意
欲
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な

夏
季
一
時
金
の
誠
意
あ
る
回
答

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

明
確
な
回
答
は
せ
ず

こ
れ
に
対
し
て
特
別
区
区
長

会
側
か
ら
は
ま
ず
冒
頭
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
の
協
力
に
対
す

る
謝
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

一
時
金
に
つ
い
て
は
依
然
景
気

は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
震
災

の
影
響
で
先
行
き
不
安
の
解
消

の
見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
と

し
て
、
他
団
体
の
動
向
を
含
め

て
慎
重
な
検
討
を
す
る
と
述

べ
、
こ
の
団
体
交
渉
に
お
い
て

は
踏
み
込
ん
だ
発
言
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
労
働
基
本
権
の
拡
大
に

伴
う
統
一
交
渉
の
あ
り
方
と
定

年
延
長
に
伴
う
人
事
・
給
与
制

度
を
検
討
す
る
「
特
別
区
公
務

員
制
度
改
革
検
討
会
」
つ
い
て

は
２
回
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、

精
力
的
に
検
討
と
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
求
書
に
つ
い
て
は
次
号

掲
載
予
定
）

安
定
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に

安
心
し
て
働
き
続
け
る

労
働
条
件
の
確
立
を
強
く
求
め
る

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

冒
頭
わ
が
組
合
の
特
別
執
行

委
員
の
金
澤
全
労
協
議
長
よ
り

全
労
協
と
し
て
の
東
日
本
大
震

災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取

組
み
、
福
島
第
一
原
発
事
故
、

日
航
不
当
解
雇
問
題
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
関
連
の
業
務

の
た
め
出
席
で
き
な
い
西
川
中

央
執
行
委
員
長
に
代
わ
り
吉
田

副
執
行
委
員
長
が
挨
拶
を
行
な

い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
現
在

３
次
に
わ
た
り
、
特
別
区
災
害

派
遣
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た

自
治
労
本
部
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣
を
行
な
っ
て
い
る
。

わ
が
組
合
は
毎
週
２
名
を
派
遣

し
て
い
る
。
今
後
も
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
に
対
し
、
積
極

的
な
支
援
を
引
き
続
き
行
な
っ

て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。
ま
た
一
方
で
今
回
の
東
日

本
大
震
災
の
対
応
と
併
せ
て
、

そ
の
他
の
課
題
、
と
り
わ
け
「
車

付

き

雇

上

問

題
」「
１０
年

目

研
修
問
題
」
等

の
対
応
を
進
め

て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と

強

調

し

ま

し

た
。
例
年
６
月

に
開
催
さ
れ
る

わ
が
組
合
の
組

織
集
会
は
震
災

の
支
援
、
宿
泊

施
設
の
関
連
で

中
止
し
た
う
え

で
、
本
部
執
行

委
員
会
の
中
で

日
時
、
あ
り
方
、
内
容
に
つ
い

て
議
論
し
、
改
め
て
提
起
し
て

い
く
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
染
書
記
長
か
ら
わ
が

組
合
が
２
０
１
１
年
度
の
給
与

改
定
等
に
関
わ
る
要
求
書
を
区

長
会
提
出
し
た
３
月
１０
日
の
第

１
回
団
体
交
渉
の
内
容
、「
１０

年
目
研
修
問
題
」
、
２
０
１
１
年

度
公
務
員
連
絡
会
春
季
要
求
に

つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
関
連

等
の
経
過
が
報
告
さ
れ
、
全
体

の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

現
業
部
長
の
補
充
選
挙
の
結
果

の
報
告
が
あ
り
、
全
体
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
東
日
本
大
震
災

の
対
応
等
で
日
程
が
事
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
４
月
２９
日
（
金
）

５
月
３
日
（
火
）
５
月
４
日
（
水
）

５
月
５
日
（
木
）
の
祝
日
作
業

計
画
が
提
案
さ
れ
、
全
体
の
拍

手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第第
６６
回回
中中
央央
委委
員員
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる

５
月
６
日
第
６
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
５

回
以
降
の
経
過
と
し
て
、
勤
務
条
件
関
係
、
公
務
員
連
絡
会
春

季
要
求
、
東
日
本
大
震
災
関
係
等
の
報
告
が
さ
れ
、
ま
た
議
事

と
し
て
４
月
か
ら
５
月
の
祝
日
計
画
、
回
復
作
業
計
画
（
案
）

等
に
つ
い
て
中
央
委
員
全
体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

被災地の劣悪な状況の中で復興支援を担うわが組合の仲間

第9 4 4号せ い そ う 労 働 者（１）2 0 1 1年5月3 0日



第８２回メーデー
４月２９日中央メーデー、５月１日日比谷メーデーが開催されました。わが組合は例

年通り両方に参加しました。今年の中央メーデーは東日本大震災のため、前段の東京
地公労による代々木公園までのデモも中止になり、中央集会の規模も縮小となりまし
た。一方日比谷メーデーは例年通りの取り組みとなり、都内を整然とデモ行進し、都
民に我が組合の主張をアピールしてきました。
………………………………………………………………………………………………

５月１日の日比谷メーデーは東日本大震災の犠牲になられた方々のご冥福を祈るた

め、集会参加者全員の黙祷から始まりました。武藤都労連委員長の連帯挨拶、前田東

京都産業労働局長、福島社民党党首の来賓挨拶があり、「JAL不当解雇撤回裁判原告

団」を始め４名の決意表明がありました。とりわけ大内宮城全労協議長から被災地の

雇用情勢の悪化等、労働者を取りまく厳しい状況とそうした中でも闘いを構築してい

く決意が報告がされました。メーデーアピールを集会参加者全体拍手で採択し、金澤

全労協議長の音頭で「団結がんばろう」を三唱し集会を終えました。わが組合は青行

隊、女性部、退職者会、全体で７００人を超える仲間が参加し、また「公共清掃」の仲

間と共に日比谷野外音楽堂前から出発し、途中東京電力本社前で反原発のシュプレヒ

コールを例年以上に力強く行い、終点鍛冶橋までデモ行進を行いました。

５月１日 日比谷メーデー（日比谷野音）

大
内
宮
城
全
労
協
議
長

日比谷メーデーに

明るくファミリーで参加地連・青年部・女性部整然と行進しアピール

４月２９日 中央メーデー （代々木公園）

を現実のーデーメ一統

第9 4 4号（２）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者2 0 1 1年5月3 0日


